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英領西アフリカにおける図書館の発展：
植民地期から独立後まで

福 田 都 代

序 文

1879年以前，サハラ以南のアフリカ（Sub-Saharan Africa）の90％はアフリカ人によって統

治されていたが，1880年代から1890年代にかけて，ヨーロッパの国々に支配され，植民地化さ

れる地域が相次いだ。特に西アフリカの大部分はイギリスとフランスが事実上，分け合う形で植

民地化されるに至った。イギリスはナイジェリア，ガーナ（旧黄金海岸），シェラレオネ，ガン

ビアを支配下におき，フランスはセネガル，ギニア，ベナン（旧ダホメ），ニジェール，トーゴ，

ブルキナファッソ（旧オートボルタ），コート・ジボワール，マリを支配した。当時，西アフリ

カにおける独立国はアメリカから帰還した元奴隷達によって1847年に建国されたリベリアだけ

であった。イギリスは西アフリカにおける植民地統治の拠点として，最高司令部を1897年から

1956年までガーナのAccraにおいていた。

イギリスは1850年の公共図書館法の制定によって，国内すべての自治体に公共図書館が設置

されている図書館先進国であり，植民地化したアフリカ地域にもイギリス人達のための図書館を

設立した。イギリスは図書館が果たす教育的役割を他の宗主国よりも現実的にとらえており，イ

ギリス本国からだけでなく，英連邦諸国からの図書館員達をもアフリカ植民地へ派遣した。西ア

フリカ地域は「白人の墓場」と称され，アフリカ南部地域に比べて，熱帯病が蔓延する危険性が

高く，生活環境が過酷であったことから，駐在していたイギリス人やその他のヨーロッパ人のた

めの読書やリクリエーションの場として図書館が必要とされていた。また，人種差別の激しかっ

たアフリカ南部に比べて，西アフリカでは教育を受け，会費を納入できる経済力のあるエリート

層のアフリカ人に対しては会員制図書館の利用を制限していなかった。後述するが，富裕層の西

アフリカ人の中には私設図書館を作り上げた人物もいたのである。さらにイギリスは第二次世界

大戦終結直前，英語とイギリス文化普及組織であるブリティッシュカウンシル（British Coun-

cil）を通じて，英領西アフリカにおける公共図書館や大学図書館の設立に深く関わってきた。

また英領西アフリカの図書館はアメリカのいくつかの財団からの資金や人的援助も受けてきた。

ケニアやタンザニアなど東アフリカ諸国は，図書館の設立，運営方式および図書館員養成に関し

て，ナイジェリアやガーナで導入された西アフリカモデルに近い方式を後に踏襲した。現在，ナ

イジェリアとガーナの２カ国は，アフリカの図書館界において指導的役割を果たす人材を輩出し

ている。他方，ナイジェリアやガーナに比べると，シェラレオネとガンビアは図書館の発展に関

して政府からの積極的な支援がなかなか得られず，独立後，図書館の人材養成に関してガーナや
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ナイジェリアに遅れをとり，図書館財源の獲得にも成功しなかった。そのため，本稿では主に

ガーナとナイジェリアを中心に，植民地時代から1970年頃までの図書館の成立過程を追い，そ

れに関わった様々な図書館関係者や欧米の図書館支援団体が果たした役割と功績について紹介す

る。

第１章 植民地時代の西アフリカの図書館

１．図書館の先駆け的存在としての学術専門図書館の成立

シェラレオネには1827年にアフリカ人の牧師を養成する目的で，Fourah Bay Collegeがイギ

リス教会伝道協会（Church Missionary Society）によって現在の首都である Freetownに設立

され，その附属図書館は西アフリカ最初の学術図書館とされるが，正確な設立年は不明である。

1879年に Fourah Bay Collegeの図書館についての記述が存在するため，おそらく図書館はその

前に設置されたものと推測される。Fourah Bay Collegeは英領西アフリカにおける最初の高等

教育機関であり，1876年にはイギリス北部のダーラム大学と提携し，英領西アフリカにおける

教育の中心となった。後にイギリスからの独立後に創設されたシェラレオネ大学（University
 

of Sierra Leone）に併合された。

20世紀に入って，西アフリカに初めて設置された専門図書館はナイジェリアの Lagos州にお

かれた最高裁判所図書館（High Court Library）である。この図書館の所蔵資料の中には1806

年にまで遡るものがあり，19世紀末から資料は収集されていたものの，図書館として開館した

のは1900年である。ガーナにおいても1930年代に最高裁判所が慣習法関係の資料を収集し，法

律関係のコレクションを構築していた。

次いで医学関係の専門図書館が出現する。これらは植民地政府が管轄する研究所に設立された

ものが多かった。まず熱帯医学関連の図書館として，1908年当時，ガーナに病理学者達が熱帯

病の医療研究施設（Medical Research Institute）に図書館を設置し，着々と資料を収集して

いった。ガーナのAccraとナイジェリアのYabaにあった医学研究施設（1910年設立）では

1920年頃から医学雑誌を購読するようになった。加えて西アフリカにおける現地人医師の養成

が急務となり，Yabaには1930年に医学校が作られ，図書館も併設された。1920年にはAccra

に保健研究所図書館（Health Laboratory Services Library）が設置され，その後，ナイジェリ

アの Lagosにある医療機関に第２の医学図書館が設置された。アメリカのロックフェラー財団

国際保健部黄熱病委員会は，Lagosの医学図書館に対し，1929年から1933年にかけて，報告書，

パンフレット，抜刷などの資料を寄贈した。その後，Yabaと Lagosにおかれていた医学図書

館が統合され，中央医学図書館（Central Medical Library）となった。医学関係ではこれらの

図書館のほか，1924年にナイジェリアのVomに国立獣医学研究所図書館（National Veteri-

nary Research Institute Library）と1935年にガーナ薬学協会図書館（Pharmaceutical Soci-

ety of Ghana Library）が設立された。

西アフリカには熱帯地域における農業や地質調査に対する宗主国の関心に呼応して，その関係

の図書館も設立されていた。その最初のものはイギリス綿栽培者協会研究局（British Cotton
 

Growers Association Research Station）が1905年に設立した研究図書館と，1910年に設立さ

れた国立穀物研究所（National Cereals Research Institute）の図書館である。二つの世界大戦

の間にナイジェリア北部のKadunaに地理調査機関図書館（Geological Survey Library：1919

北海学園大学経済論集 第53巻第４号(2006年３月)― ―118



年設立），ガーナには黄金海岸農業省図書館（Gold Coast Agriculture Department Library：

1926年設立）と気象サービス図書館（Meteorological Services Library：1937年設立）といっ

た研究機関や官庁に所属する図書館の設立が相次いだ。1938年にはガーナにカカオ研究所

（Cocoa Research Institute）が開設され，その附属図書館は1944年に設置され，世界有数のカ

カオに関する研究資料を有するに至った。ナイジェリアには西アフリカヤシ油研究所（West
 

African Institute for Oil-Palm Research）が1939年に設置され，この分野における専門資料を

収集していた。仏領西アフリカでも農業分野の専門資料を収集していた図書館があったが，当時，

英領西アフリカ諸国と仏領西アフリカ諸国に存在した研究図書館を結ぶネットワーク組織は構築

されておらず，情報交換も行われなかったため，専門資料の所在や研究成果は，他のアフリカ植

民地へ伝播されなかった。また第二次世界大戦が終結するまで，アフリカの歴史資料やオーラ

ル・ヒストリー（口述記録）などを含む記録文書に対する保護や組織化もほとんど行われていな

かった。唯一の例外は1917年から1923年までガーナに駐在し，先住民問題の担当官だった J.

T. Furleyがイギリス本国やヨーロッパの文書館から自費で資料の複製や図書資料を集めて構築

したコレクションである。しかし，当時の学者達はアフリカに関するデータや資料を集め，それ

らをヨーロッパで出版することを一種の「学術植民地主義」として受けとめていた。このような

考え方がアフリカにおける学術的な図書館の発展を遅らせた要因の一つとなったとMaackは述

べている。

２．キリスト教伝道団による学校教育の普及と図書館活動

西アフリカ諸国における公共図書館の起源は，様々なキリスト教伝道団の布教活動と深く関

わっている。各教団は植民地における教育普及の主導権をにぎり，地域の図書館の発展において

も少なからず影響をもたらした。英領西アフリカにおけるキリスト教伝道は，まずカトリック教

団によって開始され，次いでイギリス国教会系の教会伝道協会が解放奴隷の入植地だったシェラ

レオネに伝道団を派遣して熱心な布教活動を始めた。プロテスタント教伝道団は1820年代に

ガーナで活動し始め，1840年代には他に４つのキリスト教伝道団が進出して，出版活動を始め

ていた。これらの伝道団はアフリカ人の識字教育を促進するため，ミッションスクールも設立し，

ガーナでは1881年までにその数が137校に達した。 またガーナには J. P. Brown神父が Cape
 

Coast Book Clubを発足させたが，公共図書館の設立までには至らなかった。

1890年にイギリスの植民地において教育長官が任命され，植民地省から教育に必要な予算が

支出されるようになったが，その大部分はキリスト教伝道団が設立したミッションスクールに対

する補助金として費やされた。当時，教育用の資料が不足していたため，伝道団は図書の提供と

出版および図書館の普及に関心をもつようになった。中でもメソジスト派の伝道団は西アフリカ

文学協会を結成し，地域をテーマにした著作やアフリカ人によって書かれた著作を出版した。そ

の他のいくつかの伝道団は巡回文庫をもち，1929年には植民地におけるキリスト教文学に関す

る国際委員会（ICCLA：International Committee on Christian Literature in the Colonies）か

ら図書の寄贈を受けている。ICCLAは西アフリカの図書館づくりを支援するため，ニューヨー

クのカーネギー財団へ資金援助を依頼した。そして伝道目的のために設置する図書館にとって必

要な基本図書のリストを作成し，1939年にはニューヨークのカーネギー財団から西アフリカ地

域の図書館の状況を調査するよう要請された。 ICCLAのMargaret Wrongは植民地政府の教

育担当官だったHanns Vischerと共にその調査を手がけ，「図書館：ナイジェリア，黄金海岸，

英領西アフリカにおける図書館の発展：植民地期から独立後まで(福田) ― ―119



シェラレオネ，ガンビア」と題した報告書（Vischer/Wrong Report）をまとめ，カーネギー財

団に提出した。

宗教関係者の中で個人として公共図書館の開設に尽力した人物は，慈善家で聖職者の John
 

Aglionbyである。彼はAccraの主教で教会を設立しただけでなく，多数の学校の設立も実現し

た。1928年にAccraに貸出図書館を作る計画を公表し，図書の寄贈を募り，図書館を開館した。

６千冊にのぼる蔵書は主に彼の学校（Bishop’s Boys School）に収蔵されていたが，Aglionby

はこの状況に満足せず，1933年に植民地政府に対し，図書館の建物を建設するよう要請した。

しかし植民地政府がこの要請にすぐ対応しなかったため，彼は自宅に小規模な貸出図書館を設置

した。そしてこの図書館運営の経験から図書館に対する認識をさらに深め，1935年に植民地政

府総督へ書簡を送り，公共図書館建設のために千ポンドの支出を要請し，さらに募金活動に着手

することを示唆した。植民地政府はやっとこの要請に同意し，当時建設中だったジョージ５世記

念ホールの中に図書館棟を設置することを決定した。しかし，この建物の完成直後に起こった大

地震によって，図書館棟として使う予定だった場所は地震の被害を受けた植民地政府のオフィス

に転用されてしまう。結局，ガーナにおける公共図書館の設立は第二次世界大戦が終わるまで実

現されることはなかった。しかし，当時のガーナには訓練を受けた図書館員がいなかったため，

後に黄金海岸図書館評議会（Gold Coast Library Board）の責任者となった Evelyn J.A.Evans

は「この天災は幸運だったかもしれない。訓練を受けた図書館員なしで図書館サービスを運営し

ようとするのは大きな誤りである」と後に述べている。

ナイジェリアもガーナと同様にキリスト教伝道団の管理下による学校教育システムが普及して

いた。ただし，ナイジェリアの場合，北部はイスラム教地区でキリスト教団の活動は事実上，排

除されていたため，学校教育を受けられる生徒の数は南部に比べてきわめて少なかった。さらに

ナイジェリアではキリスト教伝道団やミッションスクールが所有する蔵書はそれほど多くなく，

教育省が出資した図書館もわずかしかなく，それらの図書館の多くはヨーロッパ人の利用者が中

心であった。

３．アフリカ人による私設図書館の設置

ナイジェリアにおける公共図書館の始まりは，1928年に Lagosに駐在していたイギリス人の

役人達によって設置された Lagos Book Clubに遡る。Lagos Book Clubはヨーロッパ人を中心

とする利用者達が数少ない図書を互いに貸し借りする文庫のような役割を果たしていた。一方，

富裕層のナイジェリア人が図書を収集し，友人達に利用させていた私設図書館もわずかながら存

在した。その１人が商人の Tom Jonesである。彼は図書だけでなく，政府刊行物も収集してお

り，政府に対して自分の蔵書を参考図書館のために使用するよう申し出た。彼が収集した1300

冊はイギリスの教会伝道協会の C. W. Wakemanの協力を得て選書されたものであった。この

蔵書と８千ポンドを遺贈して，1931年５月23日に Lagosに Tom Jones Libraryが開設された。

さらに図書館だけでなく，Tom Jones Community Centerも設置した。彼の図書館とコミュニ

ティセンターの利用者は会費を支払うことが前提で，この会員制図書館はもっぱらイギリスから

の来住者が利用していた。しかし，調査目的の場合にのみ無料で開放された。司書として Rita
 

Akaje Macaulayを雇い，目録の作成にあたらせた。会費のみでの運営は経済的に困難だったと

推測され，Macaulayは1932年にニューヨークのカーネギー財団に接触して資金援助の可能性

を探っていたようである。結局，1934年以降は資料の購入費も支出されないまま閉館した。
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1920年に Lagosに着任したアフリカ弁務官のHenry Carrは当時のナイジェリア人の中では

最もきわだった図書の収集家であり，蔵書の埃をはらうためだけに少年を２名雇っていた。

Carrはシェラレオネの Fourah Bay Collegeの学生だった1870年代から図書を収集していた。

彼は教育家，法律家，聖職者と様々な肩書をもつ西欧化されたエリートであり，植民地政府では

最も高い地位に昇進したナイジェリア人であった。彼はイスラム教，一夫多妻制度，無教育な

人々を軽蔑し，さらに親英派であったため，後世のアフリカ人歴史家からの評価は低い。しかし，

彼が他界した1945年には１万８千冊にのぼる蔵書が残された。その内容は，英文学，英国史，

社会科学，人類学，伝記，教育学，心理学など多岐にわたっていた。これは当時，西アフリカに

おける個人文庫としては最大のものであり，彼の存命中は友人達に利用させていた。彼は将来，

ナイジェリアに国立図書館が設立される時には自分の蔵書がその基礎となるだろうと周囲に話し

ていたようである。 にもかかわらず，亡くなった時に蔵書を遺贈するという遺言を残していな

かったため，彼の蔵書は1946年に政府が購入することになった。しかし，彼の蔵書の目録は作

成されておらず，分類されてもいなかったため，1947年にブリティッシュカウンシルは Carrが

残した蔵書の目録を Doris Forsytheに作成するよう命じた。

Herbert Macaulayはアフリカ人最初の牧師となった祖父をもち，彼の父親はナイジェリアで

最初の中学校を創設し，反植民地活動をしていたというナイジェリアではエリート層の家系の出

身である。Macauleyは1920年に英領アフリカ国民会議の設立メンバーとなり，1922年にはラ

ゴスでナイジェリア最初の政党といわれるナイジェリア国民民主党（NNDP）を結成した政治

的指導者でもあった。また1944年にはナイジェリア国民会議の委員長に就任し，ナイジェリア

の独立に果たした役割は大きい。MacaulayはHenry Carrとは異なり，本格的な図書の収集家

ではなかったが，政治活動のかたわらナイジェリアに関する文書，パンフレット，新聞など，独

立を模索した植民地時代のナイジェリアについて検証できる資料を収集していた。これらの資料

は後年，独立前後のナイジェリアの歴史を研究する上で貴重なコレクションとなった。

４．Lagos Libraryの設立とカーネギー財団の支援

ニューヨークのカーネギー財団（Carnegie Corporation of New York）はアメリカの鉄鋼王

であり，鉄道王ともいわれたAndrew Carnegieによって，1911年に１億2500万ドルの基金を

もとに設立されたアメリカを代表する財団である。創設者のAndrew Carnegieはスコットラン

ド生まれで，アメリカ，イギリス，カナダの三カ国における公共図書館建設に対して多額の寄付

を行い，これらの国々に多数の公共図書館を設立したことで知られている。財団が支援する図書

館関連プログラムの対象は主として，図書館学教育の提供，大学図書館への図書寄贈，図書館

サービスのデモンストレーション，図書館協会に対するサポートである。Rochesterの調査によ

れば，1911年から1961年までの50年間にわたって，財団は6800万ドルを図書館関連のプログ

ラムに支出し，そのうち600万ドルは英連邦諸国に対して提供された。

Andrew Carnegieが1919年に亡くなった４年後，Frederick Paul Keppelが財団の理事長に

就任し，1941年まで奉職した。Keppelは出版業界，大学，連邦政府における勤務経験をもち，

在職中は文化的な慈善活動を重視し，成人教育，図書館，博物館および美術館への支援プログラ

ムを実行した。1912年から1927年にかけて財団の資金はカナダに対して集中的に提供されたが，

1926年から英領アフリカ地域にも資金が提供されるようになった。Keppelは1927年に秘書の

James Bertramを伴って，アフリカ東部と南部を視察したが，西アフリカ地域は訪れていない。
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この視察旅行によって，Keppelはアフリカにおける図書館づくりへの資金提供に少なからぬ関

心を示し，帰国後の1930年代初頭にナイジェリアとケニアの図書館の設立に貢献することと

なった。

Alan Burnsは1912年から1924年に植民地政府の行政官としてナイジェリアに赴任し，その

後，植民地政府長官としてバハマ諸島に転任し，1929年に再びナイジェリアに戻り，副総督と

して５年間奉職した。Burnsは読書家であり，アフリカ駐在の経験をもとに後年「ナイジェリア

の歴史」という著書を発表した。彼は Lagosに公共図書館を設置する必要性を感じ，イギリス

にいる兄弟の C.Delisle Burnsに依頼して，カーネギー財団との接触を試みていた。西アフリカ

における人種差別はアフリカ南部や東部と比べて激しくはなかったし，Burns自身も人種差別主

義者ではなかったものの，多くの白人駐在者がアフリカ人と肩を並べて閲覧することに対しては

抵抗があるだろうと考え，教育を受けたナイジェリア人のための図書館とヨーロッパ人コミュニ

ティのための図書館に分けて２館設立したいという要望をカーネギー財団の Frederick Paul
 

Keppelに書簡で訴えた。Keppelと Burnsは1931年の夏にたまたま滞在していたロンドンで出

会い，話し合う機会をもった。この会合の後，Burnsはナイジェリアに戻り，植民地総督の

Donald Cameron卿にカーネギー財団からの資金援助の可能性について報告した。Kappelは

1932年５月に Burnsあてに電報を送り，ナイジェリアにおける公共図書館発展のために財団が

６千ドルを用意できることを確約したが，図書館は白人とアフリカ人両方が利用できる図書館と

するように提案してきた。その後，図書館設立のため，BurnsとHenry Carrを含む６名から構

成される委員会が発足した。このような経過を経て，植民地政府から借用した建物を図書館の施

設として使用することにし，Lagos Libraryが1932年９月に開館した。当初の蔵書数は３千冊

に満たなかったが，個人や Lagos Book Clubからの寄贈によって1933年末には4829冊，1934

年には5766冊，1935年には6785冊と徐々に増えていった。 蔵書の半分は小説で占められ，実

際に小説の貸出冊数がノンフィクションの２倍であった。図書館の蔵書が増える一方で，分類の

必要性が出てきたが，この仕事はヨーロッパ人駐在員の妻達がボランティアで行ったため，既存

の図書分類表に基づくものではなく，ナイジェリアに関する図書には頭文字のＮをつけるだけと

いうようにかなりおおざっぱなものであった。この図書館は会員制をとり，入会金は１ポンド，

月会費は２シリング６ペンスを利用者から徴収し，一般のアフリカ人にとっては負担が大きく，

結果としてヨーロッパ人の利用者が多数を占めることとなった。1933年の会員登録者数はヨー

ロッパ人が297名であるのに対して，アフリカ人は24名だけであった。

カーネギー財団は会員制という制限はあるものの，「白人もアフリカ人も利用できる図書館」

として設立された Lagos Libraryに満足し，西アフリカの図書館設立に対してさらに支援する

用意があることをイギリスの植民地省に伝えた。1940年４月にVischerとWrongの報告書に基

づき，ナイジェリアの Ibadanにおける図書館の設置と移動図書館サービスの開始および黄金海

岸における貸出図書館の設置を含めて，３年間にわたり６万3800ドルを出資することを決定し

たが，第二次世界大戦の勃発により，戦争終結までこの資金を凍結せざるをえなかった。

５．図書館設立と図書館員養成におけるブリティッシュカウンシルの関わり

イギリスの文化普及組織として1934年に創設された「対外関係のための英国委員会（British
 

Committee for Relations with other Countries）」は，1936年に現在の名称であるブリティッ

シュカウンシル（British Council）に改称された。この組織は創設当時から英語教育の普及，イ
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ギリス人作家の講演ツアー，イギリスで出版された図書の販売促進，図書館と学習書のコレク

ション構築に力をそそいできた。1941年以降，イギリスの植民地や英連邦諸国への活動を展開

し，1943年に西アフリカ地域に拠点をおき，W.M.Macmillanが英領西アフリカ代表として着

任した。Macmillanは現地のヨーロッパ人と教育を受けたエリート層のアフリカ人が会費を

払って利用する図書館をガーナのAccraやナイジェリア各地に設立することを望んでおり，植

民地政府もこれに近い考えであったため，一般庶民が無料で利用できる公共図書館の設立はまだ

計画していなかった。従って，英領西アフリカにおいて，現地の人々のための図書館として無料

で利用できる公共図書館は戦前は皆無であり，Lagos Library，研究者達の専門図書館，白人利

用者のブッククラブおよびガーナのAchimota College（1927年創立）が図書館サービスを提供

していた程度にとどまっていた。1944年にブリティッシュカウンシルの図書部門の責任者とし

て着任した Jessie Carnellはイギリスの農村部における公共図書館サービスの充実に貢献し，

1939年にニュージーランドにおいても同様の図書館組織を構築した。そのような経験から，一

般庶民が利用できない会費制図書館には反対の立場をとっていた。

イギリス人の Ethel S.Feganは1908年にイギリスの Cheltenham Lady’s Collegeで図書館員

の職につき，その後ケンブリッジの女子学生のカレッジであった Girtonでも図書館員として奉

職した。Girtonに勤務していた頃，人類学への関心から1928年に９ヶ月の休暇をとって，調査

目的の旅行でナイジェリアを訪れた経験があった。その後，1930年から1935年にかけて教育長

の仕事や大英帝国らい病救済協会の仕事にたずさわっており，当時の図書館員としては活動範囲

の広い女性だったことがうかがえる。Feganはミシガン大学図書館員でカーネギー財団の図書

館アドバイザーであったWilliam Warner Bishopの推薦で，1941年２月にガーナに着任した。

彼女はさっそく英領西アフリカ地域における図書館の必要性をニューヨークのカーネギー財団と

植民地政府に報告するため，１年間にわたって調査した。まずナイジェリアやガーナ各地の図書

館や教育機関を視察して回り，当時のAchimota College Libraryが学生や教師だけでなく，一

般の利用者にも活用されていることに気づいた。Achimota Collegeは中等教育を終えた人々の

ための教育機関として1924年に設置され，図書館は当時，蔵書数１万１千冊を超え，ガーナで

は屈指の図書館であった。着任して１年後に Feganはカーネギー財団と植民地政府に対してア

フリカ人の図書館員養成の必要性を強調し，そのための訓練を行う一時的な学校をカーネギー財

団とブリティッシュカウンシルが協力して設立するよう勧告した後，イギリスに帰国した。植民

地政府が1944年にこの勧告をやっと承認したものの，カーネギー財団から約束されていた資金

は戦争のため，凍結状態で使えなかった。Feganはアメリカで図書館学教育を受けた従妹の

Kate Dorothy Fergusonとともに，1944年３月に再び西アフリカに着任した。Fergusonはイギ

リス生まれであるが，第一次世界大戦後にアメリカに在住し，イリノイ大学で図書館学教育を受

けた後，いくつかの公共図書館，ヨーロッパやパナマ運河にあったアメリカ軍の図書館，イタリ

ア銀行（後の Bank of America）の図書館など図書館における勤務経験が豊富であった。その

後も海外での図書館の仕事を探してアメリカ軍や赤十字社などの図書館へ応募していたが，すで

に年齢が50代だったこともあって，就職活動は必ずしも順調ではなかった。そのため，勤務地

として生活条件の厳しい地域だったにもかかわらず，45年間会っていなかった従姉の Feganの

誘いに応じて，ブリティッシュカウンシルの図書館員として採用された。Feganの場合は図書

館学校の校長としての雇用であった。しかし，Feganと Fergusonは植民地政府やブリティッ

シュカウンシルの職員達との間で公的な手続きや考え方の違いなどから様々な軋轢を生じていた。
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ブリティッシュカウンシル代表のW.M.Macmillanは Feganが植民地のあちこちに図書館をつ

くろうとする非現実的な野心家であると警戒し，言葉を交わすことすら嫌がったと伝えられてい

る。 また，Fergusonは Lagos Libraryの会費制維持に反対していたWard Priceや Jessie
 

Carnellと対立していた。このような状況であったが，英領西アフリカからの図書館員志望者を

集めて，植民地政府やブリティッシュカウンシルからの資金援助を受け，Achimota Collegeに

おいて９ヶ月にわたる図書館員養成コースが開始された。受講希望者は14名集まり，その内訳

はガーナ人４名，ナイジェリア人６名，シェラレオネ人３名，フランス領だったトーゴからも１

名参加した。受講者は講義を受けた後，Achimota School Libraryにおいて図書館実習も経験し

た。彼らは1945年６月に養成コースを修了し，イギリス図書館協会の入会試験にも挑戦し，14

名中10名が合格した。 Feganは当初，３年間に及ぶ養成コースを計画していたが，ブリ

ティッシュカウンシルの内部組織であった黄金海岸図書館諮問委員会（Gold Coast  Library
 

Advisory Committee）がこの提案を承認しなかった。そのため，Achimota Collegeの短期

コースを修了した受講生の中から２～３名をイギリスでさらに本格的な図書館学教育を受けさせ

るため，カーネギー財団から提供されていた残りの資金を派遣費用として活用した。Feganと

Fergusonは正式な図書館学教育とまでは至らなかったが，西アフリカにおける図書館員養成の

きっかけをつくり，1945年に西アフリカを離れた。皮肉なことに，彼女達と友好関係をもつこ

とがついになかったW.M.Macmillanも1945年に西アフリカを離れ，イギリスに帰国した。

第２章 第二次大戦後の西アフリカの図書館

１．大学の設立と大学図書館の発展

戦後，ナイジェリアとガーナにおける高等教育に関して進展があった。1945年８月に提出さ

れた植民地における高等教育に関するアスキス委員会（Asquith Commission on Higher Educa-

tion）の報告書の中で，ロンドン大学が管轄するUniversity Collegeの創設が提案されたのであ

る。委員会はさらにこれらのUniversity Collegeには図書館を設立すべきであるとも勧告して

いた。その結果，カーネギー財団から財政援助を受けた図書館アドバイザーが図書館の計画立案

と蔵書構築に関わることとなった。それに先立ち，1943年６月にWalter Elliotを委員長とする

調査委員会が英領西アフリカにおける既存の高等教育機関の組織と施設について調査し，将来の

大学の発展に関する勧告を出した。この委員会報告の中で，既存の教育機関における図書館の劣

悪な状況が指摘され，Ibadanに設立されるUniversity Collegeには適切な図書館を設置するこ

とが強調された。これら２つの委員会の報告書における勧告をふまえて，1946年にナイジェリ

ア，ガーナおよびシェラレオネにUniversity Collegeを設立する提案が出されたが，イギリス

の労働党政権が反対し，結局ナイジェリアの Ibadanとガーナの Legonにのみ創設されること

となった。こうして1948年10月までに，IbadanにUniversity College（1962年にUniversity
 

of Ibadanと改称）が設立された。 Ibadanに設立されたUniversity Collegeはアメリカのロッ

クフェラー財団，フォード財団およびカーネギー財団からの資金援助を受けた。このときに創設

された大学図書館では西アフリカに関するコレクションを集めることが当面の課題となった。

IbadanにUniversity Collegeが設立された直後，ニュージーランド人の経験豊かな大学図書

館員であった John Harrisが図書館長としてHenry Carrのコレクションの目録作成を担当して

いた Doris Forsytheを伴って着任した。Harrisは，Yaba Higher College（1934年創設）が所
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蔵していた１万冊の蔵書に加えて，寄贈図書や私設文庫が図書館にすでに３万冊も所蔵されてい

ることを発見した。これらの資料の保存状態はよくなかったが，1949年末までに Forsytheやわ

ずかな職員達とともに１万冊の蔵書の目録作成，分類・排架を手がけた。Harrisはアフリカに

関するコレクション（アフリカーナ）を体系的に充実することを重視し，その考えを図書館の資

料収集方針に反映していった。その最初の試みとして1950年に IbadanのUniversity College

の図書館に対して納本制度を導入することを目指し，政府に出版物に関する法令（Publication
 

Ordinance 1950）の制定を要請した。この法令によって，ナイジェリアで出版された政府刊行物

は１ヶ月以内に２部をUniversity Collegeに納入することが義務づけられた。さらにこの図書

館はHenry Carrが収集した蔵書やHerbert Macaulayが所蔵していた私設文庫を入手したほか，

元イギリス人知事の家族から寄贈されたナイジェリアの言語と文化に関するコレクションや

Frederick Montague Dykeが集めた熱帯農業関係の図書１万５千冊も加わり，これらが図書館

における蔵書の核をなすことになった。Harrisは欧米の財団へ寄付を依頼したり，他に必要な

資料のリストを作成した。また，ナイジェリア北部の個人から入手したアラビア語の写本250冊

を利用可能にするため，アラビア語学者を図書館に採用した。こうしたHarrisの努力により，

1957年までにUniversity Collegeの図書館の蔵書はおよそ10万冊に達した。この頃，図書館は

新しい建物に移り，Harrisは50人の職員（うち６人は専門職）を監督する立場にあった。学長

のKenneth Mellanbyはアフリカーナの収集に関心を示しており，図書館に関する事柄について

Harrisに一任していた。ナイジェリアに国立図書館が設置されるまで，この図書館がナイジェ

リアの資料を網羅した全国書誌であるNigerian Publicationを1968年まで編纂・発行し，ナイ

ジェリアにおける専門資料の収集と書誌サービス機能を担っていた。この大学には後に書店，出

版部門，印刷所も作られた。小規模な医学図書室から1966年に正式に設置された医学部の図書

館はYabaにあった医学校から蔵書を引き継ぎ，イギリスの王立医学会を始め，海外の図書館か

らの支援を受けるようになった。1960年から1968年にかけてカーネギー財団からこの図書館に

投入された資金はおよそ30万ドルに達した。 Harrisは1968年まで20年にわたって図書館に

勤務し，ナイジェリアの図書館発展に尽力した業績をたたえられ，「ナイジェリアの図書館の父」

とまで称されるようになる。

他方，ガーナのAccra郊外の Legonに1948年に創設されたUniversity of Ghanaは初代学長

である David Mowbray Balmeにちなんで命名した Balme Libraryを同年に開館したが，

Balme自身はアフリカーナの収集や図書館に対し，IbadanのUniversity Collegeの学長と比べ

てさほど関心をもっていなかったため，図書館の発展は IbadanのUniversity Collegeよりも若

干遅れをとってしまった。戦前，西アフリカの図書館員教育に尽力した Ethel Feganがすでに

70代と高齢だったにもかかわらず，1948年に再び，ガーナにやって来て，この大学図書館の基

礎を築き上げる手助けをすることとなった。彼女はAchimota Collegeから３千冊を移管し，大

学図書館の蔵書の中核とした。FeganはUniversity of Ghanaには数ヶ月いただけで，その後イ

ギリス政府の図書館員だった Elise Walkerが着任し，５年間奉職した。その間，５万５千冊の

図書と1900タイトルの雑誌を受け入れ，1959年に Balme Libraryが新しい建物に移転した時

に蔵書は11万５千冊に増加していた。アフリカーナの収集は1961年になってやっと着手された

が，IbadanのUniversity Collegeが所蔵していたアフリカーナのコレクションを超えることは

できなかった。

ガーナもナイジェリアもイギリスの大学教育をモデルとしており，上記の二大学では科学技術

― ―125英領西アフリカにおける図書館の発展：植民地期から独立後まで(福田)



分野の講義が開講されておらず，学部もおかれていなかった。そのため，1951年にガーナに

Kumasi College of Technologyが創設された。ここは1961年にKumasi University of Science
 

and Technologyとなり，ガーナでは２番目の高等教育機関となった。後年，ユネスコの支援に

よって出版業に関する学位取得プログラムがおかれ，附属図書館にはユネスコ，WHO，FAO

など国際機関からの寄託資料も収集されるようになる。またナイジェリアには1952年，政令に

よって３都市（Zaria，Enugu，Ibadan）に拠点をもつNigerian College of Arts, Science and
 

Technologyが創設された。この政令は必ずしも大学に図書館の設置を義務づけてはいなかった

が，これら二大学はカーネギー財団より図書館設立の補助金として１万ドルずつを受け取ってお

り，その補助金を使って薬理学，工学，建築学，商学，農学，教育学などの科目に関連する資料

の専門資料を収集していった。

ガーナは1957年，ナイジェリアは1960年に独立を果たし，大学図書館はイギリスの影響を受

けながらも，カーネギー財団からの支援やアメリカ留学から帰国した祖国のリーダー達によって，

アメリカの図書館からの影響も徐々に受けつつあった。Deanは西アフリカにおける高等教育と

図書館の発展におけるこの時期の特徴として，こうしたアメリカ帰りの人々による影響が顕著で

あり，その次にイギリスと外部機関からの支援をあげている。

ナイジェリアの２番目の大学として，ナイジェリア東部のNsukkaにUniversity of Nigeria

が後にナイジェリア連邦共和国の初代大統領となったNamdi Azikeweによって1960年に創設

され，翌1961年に図書館が開館した。大学は農学部と工学部および教育研究所をもち，Enugu

にもキャンパスをおいていた。この大学はアメリカ国際開発援助庁（USAID）とミシガン州立

大学からの援助と助言を受けていた。図書館の蔵書はNigerian College of Arts, Science and
 

Technologyから引き継いだ資料のほか，ナイジェリア人篤志家からの寄贈による資料ももたら

された。1967年にこの地域で内戦（ビアフラ戦争）が勃発した際の蔵書数は６万２千冊から10

万２千冊の間とおおまかな統計しかなく，大学も図書館も内戦による被害から逃れることができ

なかった。

ナイジェリアの３番目の大学であるAhmadu Bello University（現在のObafemi Awolowo
 

University）は1962年に北部の都市 Zariaに創設され，ナイジェリア独立後，最初の首相と

なったAhmadu Belloの名前にちなんで命名された。この大学は５つの図書館をもち，その中

心である図書館がKashim Ibrahim Libraryで，現在の建物は1976年に完成した。初代の図書

館長にはイギリス人のWilfred J. Plumbeが就任した。この図書館も Zariaにおかれていた

Nigerian College of Arts,Science and Technologyから２万７千冊の図書や未製本の雑誌を引

き継いだ。また，大学外での活動も担当し，1963年中頃にKadunaの地域図書館と協力して

Samaru Public Libraryの普及活動に貢献した。

1962年に創設されたUniversity of Ifeもやはり IbadanにあったNigerian College of Arts,

Science and Technologyの４万７千冊を引き継ぎ，図書館の蔵書として受け入れた。この大学

は創設当時は建物がまだなかったため，IbadanのUniversity Collegeに1967年まで間借りし，

その後，Ile-Ifeに建設された建物に移転した。図書館は1969年に開館した。同年，５番目の大

学としてYabaに創設されたUniversity of Lagosの図書館も開館当初しばらくはアメリカ国際

開発援助庁，ユネスコおよびフォード財団からの支援を受けていた。

ガーナには第三の大学としてUniversity of Cape Coastが1962年に創設された。この大学の

主な使命は中等教育機関の教員を養成することにあった。図書館も大学創設とともに設置された
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が，開館当初の蔵書はわずか650冊しかなかった。

２．西アフリカにおける新たな専門図書館

第１章であげたカカオ研究所など，植民地政府が西アフリカに設立した研究所は独立後もその

まま残され，ナイジェリアにもカカオ研究所が1964年に設立され，図書館サービスを提供して

いた。西アフリカヤシ油研究所は1964年にナイジェリアヤシ油研究所と改称され，その附属図

書館はヤシ全般に関する情報提供を研究者達に行っている。ナイジェリアのKadunaにある地

理調査機関図書館はアメリカの炭坑業や給水に関する資料を充実させていた。Yabaにあった連

邦研究サービスの図書館は１万２千冊の蔵書を保有し，西アフリカ地域では屈指の専門図書館で

あった。それらの研究所が収集した資料の一部は独立後に創設された大学図書館に引き継がれる

形となった。ナイジェリアはガーナよりも農業研究と研修に関するセンターを多くもち，北部ナ

イジェリアの Samaruにあった農業研究所図書館（1925年設立）は1962年にAmadu Bello
 

Universityに併合された。1947年にイギリスから３ヶ月の契約で派遣されたHilda Clarkがこ

の図書館の蔵書の目録作成を手がけ，その後，ナイジェリア人の図書館員がその仕事を受け継い

だ。さらにフォード財団，ロックフェラー財団およびアメリカやカナダの開発援助機関によって

資金提供を受けた国際熱帯農業研究所が1968年に Ibadanに創設され，翌1969年に図書館・ド

キュメンテーションセンターがおかれた。ここでは英語だけでなくフランス語で書かれた農業関

係資料にも収集範囲を広げている。

新たに設立された社会科学系の研究図書館としては，ガーナに設置されたアフリカ問題に関す

る研究図書館（Research Library on Afirican Affairs）で，1961年に開館した。ここはアフリ

カで活躍した政治学者の名前をとって，George Padmore Libraryとして知られており，アフリ

カに関する文学，歴史，政治および文化に関する資料を収集する図書館であるが，ガーナに国立

図書館がなかったため，ガーナ全国書誌（Ghana National Bibliography）の編纂も行っていた。

もうひとつの代表的な専門図書館としては Lagosのナイジェリア国際問題研究所（Nigerian
 

Institute of International Affairs）の附属図書館があげられる。この研究所は1963年に設立さ

れ，連邦政府からの支援はもちろんのこと，フォード財団，アメリカ政府，カーネギー平和基金

からの援助も受けた。この研究所はイギリスの王立国際問題研究所とも研究上の協力関係を結ん

でおり，サハラ以南のアフリカでは当時，唯一の国際問題専門の研究機関であった。その附属図

書館は早くから政府の役人達に対して相互貸借を実施し，資料を貸し出していた。さらに教育関

係の専門図書館としては1962年にユネスコと北部ナイジェリア政府が共同で Zariaに設立した

Advanced Teachers’Collegeの附属図書館がある。ここでは1968年までに１万５千冊の蔵書を

集め，その後 Lagos，Enugu，Zaria，Ondoといった都市につくられた教員養成機関に図書館

の設置をもたらすという影響を及ぼした。

ナイジェリアではビジネス・商業関係の図書館も設立された。まず，1955年にナイジェリア

国内で産出する原料を用いて産業を興すことを奨励する連邦産業研究所が設立され，その附属図

書館は食料，化学，生産工学，産業分析など多岐にわたる資料を集め，起業家や研究者に提供し

ている。もうひとつは1961年に創設されたナイジェリア中央銀行の研究図書館である。この図

書館はアメリカ連邦準備銀行の図書館員の助言を受けて，研究部門の一部としておかれ，ナイ

ジェリア各地にある中央銀行の支店に情報提供サービスを行っている。
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３．Evelyn J.A.Evansによるガーナの公共図書館サービスの進展

戦後，ガーナの公共図書館サービスの普及にあたって，最も貢献した人物としてブリティッ

シュカウンシルの図書館員であった Evelyn J.A.Evansの名前をあげなければならない。Evans

は第二次世界大戦が終結した1945年12月にAccraのブリティッシュカウンシルの図書館担当

官として着任した。すでに図書館員として，イギリスで十数年の経験をもち，西アフリカにおけ

る図書館の普及になみなみならぬ意欲を抱いていた。Evansの兄弟が西アフリカのYMCAで働

いていた時にブリティッシュカウンシル代表だったW.M.Macmillanと知り合ったことがきっ

かけで，図書館員を募集していることを知り，ブリティッシュカウンシルに手紙を書いて自分を

売り込んだのである。着任後の1946年には自ら移動図書館車にのって，ガーナ国内を回り，現

地調査をしながら，コミュニティセンター，学校，読書クラブ，鉱山などに55の図書箱を配布

するサービスを実施した。この図書箱巡回事業は農村部の利用者に好評であったため，その後も

しばらく続けられた。また戦前，Aglionby主教が集めていた蔵書についても1946年から

Evansが管理を担当した。1946年初頭，ブリティッシュカウンシルのAngus Gillanは植民地政

府の Charles Jeffreys卿に対し，ブリティッシュカウンシルの蔵書の多くをガーナの図書館に引

き継がせるべきであると述べていたが，Evansはそれを実行に移す仕事を担当した。Aglionby

主教の蔵書を加え，1949年までにブリティッシュカウンシルの所蔵するコレクションは５千冊

から２万８千冊に増えていった。さらにこの頃，Evansは児童に対するサービスも開始してい

る。

1950年１月に黄金海岸図書館評議会（Gold Coast Library Board）が発足する。この組織の

法的基盤をなす「黄金海岸図書館評議会に関する法令（Gold Coast Library Board Ordinance）」

が1949年４月に植民地政府の法律審査会によって承認され，1950年から施行された。黄金海岸

図書館評議会の活動は「黄金海岸開発５ヵ年計画」の中に組み込まれ，全国的な教育システムの

一部として，公共図書館の整備を実現していった。これはアフリカ初の図書館に関する法律であ

り，その後，東アフリカ諸国の図書館サービスに関する法律のモデルとされた。この法律は

1970年に改正され，ガーナの各地域に地域レベルでの図書館サービスの発展に関する助言を行

い，地域の図書館サービスの利用をさらに促進するため，各地域に図書館の諮問委員会を発足さ

せるという新たな任務がつけ加えられた。

黄金海岸図書館評議会に対する政府からの資金援助は1950年から1951年にかけて１万5750

ポンド，1955年から1956年にかけて10万3310ポンド，1960年から1961年には16万9350ポ

ンドと増額されていった。この財源によって，Accraに大規模な中央図書館，地域図書館２館，

分館数館の設置が実現された。1951年から1960年の間に，国内の識字率は7.5％から20％近く

に上昇し，図書館の登録者も10倍に増えた。貸出冊数も急増し，４万冊から69万冊を超えるに

至った。 1960年初頭にはガーナの公共図書館全体の蔵書数は50万冊近くに達し，70万人に

サービスを提供していた。ガーナ独立後も Evansは現地にとどまり，ガーナ図書館評議会（黄

金海岸図書館評議会がその前身）の会長職を1965年まで務め，同年12月に辞職した。Evans

は1964年に著した著書「熱帯地域における図書館サービス」の中でガーナにおける公共図書館

普及活動の成功は，初代大統領を務めたKwame Nkrumahとガーナ政府からの協力なしには達

成できなかったと述べている。しかし，この図書館支持者であった大統領は経済政策の失敗に

よって，1966年２月に中国を親善訪問中，軍部による無血クーデターが起こり，その座を追わ

れることとなってしまった。
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ガーナの公共図書館サービスはその後も引き続き，ガーナ図書館評議会が担当し，1967年に

国中の学校とカレッジを対象とする調査を実施し，学校図書館部門も発足させた。国内には地域

図書館８館，その分館37館，移動図書館のほか，成人と児童のための図書館も整備されていっ

た。イギリスの植民地省から改組されて設立した開発援助庁（ODA：Overseas Development
 

Administration）がガーナ図書館評議会を支援し，ブリティッシュカウンシルが引き続き監督

することとなった。ODAは途上国に教科書を低価格で供給する目的で1960年に英語図書協会

（English Language Books Society：ELBS）を発足させ，イギリスの出版協会とブリティッ

シュカウンシルがその活動を支援した。またブリティッシュカウンシルは1971年６月から1987

年まで図書提供プログラム（Book Presentation Programme：BPP）を継続し，ガーナだけで

なく，サハラ以南のアフリカを中心に教育機関に対する図書の提供に貢献してきた。提供される

図書はイギリス国内で出版された図書に限定し，同一タイトルの複本は６部まで供与することが

認められたが，逐次刊行物や視聴覚資料は提供対象となっていなかった。

４．ナイジェリア各地域における公共図書館サービスの確立

ナイジェリアは1960年に独立し，1963年10月に連邦共和国制に移行した。1967年に東部地

域で内戦が勃発するまで３地域12州から構成され，内戦終結後，地域制を廃止し，1976年に国

内を12州から19州に分けた。各州はそれぞれ，知事によって統治される地方分権システムをと

ることとなった。ナイジェリアの独立後，公共図書館はそれぞれの州の管轄下に入った。1960

年代初頭，ナイジェリアの人口はすでに5500万人を超えており，英領西アフリカの４カ国の中

ではその面積と人口ともに最大であったが，公共図書館全体の蔵書は25万冊程度で，公共図書

館の普及や全体の蔵書冊数という点ではガーナに遅れをとっていた。植民地政府は第二次世界大

戦の戦況を宣伝するために設置した読書室（reading room）を戦後，公共図書館に転用しよう

と試み，カーネギー財団からの資金援助で北部の州にあった読書施設に図書を供給していた。し

かし，読書室の開館時間が短く，施設も不十分で，適格な職員を配置していなかったことなどが

災いし，公共図書館としての機能を果たすには不十分であった。1940年にすでに発足していた

図書館設置に関する政府の諮問委員会が1945年に再び召集され，地域図書館の設置や全国的な

中央図書館の組織化を実現するプログラムを勧告した。しかし，1950年までは政府から公共図

書館への財政支援はないまま，1951年に３地域の自治政府が成立した。戦後，ブリティッシュ

カウンシルは事実上，図書館の設置計画から撤退していたが，そのかわりに1951年から1953年

にかけてナイジェリア各地域に大規模な図書の寄贈を実施した。1955年に John Harrisは「北

部地域は図書館サービスを提供しているが法令はなく，東部地域は法令を制定しながら図書館

サービスは提供されておらず，西部地域はどちらも存在しない」と述べている。

Harrisが言及したとおり，当時のナイジェリアにおいては北部地域の図書館サービスが一番

活発に行われていた。イギリス人の図書館員 Joan Allenが1952年から北部地域で活動していた

ためである。北部地域はナイジェリアで最大の面積を占め，イギリスの３倍以上に及ぶ広大な地

域であり，人口もナイジェリア全体の55％を占めていた。しかし，伝統的にイスラム教圏で

コーランに基づく教育を行っていたため，アルファベットの読み書きができる人々は人口の２％

にすぎなかった。北部地域にも第二次大戦中に連合軍の戦況を宣伝する目的で各地に読書室が多

数設置されており，図書だけでなく，地図やラジオもおかれていた。Joan Allenは着任早々，

これらの読書室を訪れたが，その施設は裁判所，会議室，集会所，時には学校として多目的に使

― ―129英領西アフリカにおける図書館の発展：植民地期から独立後まで(福田)



用されており，帰国したヨーロッパ人が残していった本や雑誌をおいてあるだけで，教育意欲の

ない教師や読み書きもできない人達によって管理されていた。Allenはこの読書室をそのまま地

域の図書館に転用するには問題が多いと考えていたようである。それでも1953年初頭，わずか

３名の助手とメッセンジャー１名とともにKadunaに地域図書館を設立した際に，学校や文化

団体とともに読書室も加えた150以上の組織に対して図書箱の配布サービスを実施していった。

1957年から1958年にかけて，地域図書館の蔵書は４万５千冊にのぼり，貸し出された冊数は７

万5323冊にのぼった。 ブリティッシュカウンシルからの１万２千ポンドの財政援助に加えて，

地域政府からの支援もあり，Kadunaの地域図書館の設立にはおよそ３万ポンドが投入された。

1961年にはKadunaから200マイル離れた Bildaに分館を設置する予定だったが，担当者が見

つからず開館の時期が少し遅れてしまった。しかし，この分館にはハウサ語などナイジェリアの

現地語の資料を含めた４千冊の蔵書が配置された。1963年時点でのKaduna地域図書館の利用

登録者数は5616名（うち児童は732名を占めた）であったが，識字率の低さが影響し，人口比

でみると5308人あたり１人しか登録者がいなかったのである。 北部地域のこうした特殊事情

にもかかわらず，Allenは図書館活動に関し，多大な成果をあげたことを評価されたが，1958年

に退職の意思を表明した。

F. A. Sharrは西オーストラリア州立図書館員で，その夫人も司書であった。彼らは英連邦ア

フリカ支援計画の後援によって，1962年11月から1963年２月にかけてナイジェリア北部を訪

問し，現地の図書館をくまなく調査し，その結果を1963年に「北部ナイジェリアにおける図書

館の必要性（通称 Sharr Report）」という報告書にまとめた。この報告書の中で，Sharrは

Allenと同様に，従来からある読書室を公共図書館に転用することについては否定的な考えを述

べ，図書館サービスの対象を７年かそれ以上の教育を受けた層にしぼるべきであると述べている。

Sharrが視察者として選ばれた大きな理由は母国において，広大な地域を対象とした公共図書館

サービスを指導した実績があったことによる。しかし，彼もその夫人も非識字者に対する図書館

サービスの経験がなく，短期間での調査では現地の識字者達のニーズも十分に把握したとはいな

かったと後に述べている。 北部のナイジェリア人の中に専門職の図書館員が当時わずか１名し

かいなかったため，Sharrの報告書の中では北部地域において図書館に適切な人材を供給するこ

とが強調されており，図書館員に対する専門教育の実現を勧告した。その結果，地域政府の支援

によって1968年にAhmadu Bello Universityに養成コースが誕生した。

北部地域における図書館サービスの普及に貢献したAllenの後任は，Dennis Gunton，R. L.

Pierce，D.R.Spilby，R.A.Raddonとめまぐるしく変わり，1968年に J.A.Faseyiが北部中央

州の州都になったKadunaの図書館の責任者に任命された。北部における図書館の発展が他の

地域と異なる点として，地域政府が費用のほとんどを負担していたことがあげられる。他方，ナ

イジェリアの他の地域図書館は，連邦政府や欧米の支援機関からの財政支援に依存していた。

東部地域は1955年に図書館評議会に関する法令を成立させた。東部地域の図書館評議会は

ガーナ図書館評議会にならって発足された組織で，この法令の成立についてはアメリカで大学教

育を受け，1937年に帰国した愛国的な指導者であったNnamandi Azikiweの意見が反映された

といわれている。Azikiweはその後，1963年にナイジェリア連邦共和国が成立した際に初代大

統領に就任した人物である。Azikiweはアメリカに滞在した経験から公共図書館の熱心な支援

者であり，「公共図書館は人々の大学である」と述べている。 1956年にはナイジェリア人で初

めてイギリス図書館協会の会員となったKalu Okorieがこの地域の図書館の必要性に関する調
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査を手がけた。Okorieは地域をくまなく回り，以下の４部分からなるプロジェクトを実施する

よう勧告した。

１）地域図書館の本部は Enuguに設置すること

２）移動サービスを伴う分館を５館設置すること

３）熱帯地域向けに設計された移動図書館車を入手すること

４）孤立した地域に対しては郵送で図書の送付サービスを提供すること

このプロジェクトは最終的にユネスコの支援によって実現された。ユネスコは1950年にス

ウェーデンで開催された「成人教育における図書館の役割に関するセミナー」において途上国に

おける基礎的な成人教育の実現を立案し，それを実行する際に公共図書館が果たす役割をすでに

強調していた。ユネスコは1950年代に途上国における公共図書館支援活動の一環として，モデ

ル図書館をインドやコロンビアに設立していたが，アフリカではナイジェリアの Enuguが初め

て選ばれ，1959年に第三のモデル図書館が設立された。モデル図書館設立の条件として，ユネ

スコが全額費用を負担するのではなく，現地政府の財政負担も前提条件としていたため，東部地

域の図書館評議会がユネスコと５年契約を結び，1957年から1961年にかけてユネスコが17万

５千ドルの費用を提供し，東部の地域政府がおよそ６万ドルを負担することに同意した。 ユネ

スコが負担した費用の中には移動図書館車の購入費や現地人職員を海外で研修させるための費用

も含まれていた。こうして1958年５月に Enuguの周辺地域に初めて移動図書館車が稼動した。

さらにユネスコは Enuguにイギリス人の図書館員 Stanley Horrocksを専門家として派遣し，

図書館サービスの提供について指導にあたらせた。Enuguの当時の人口はおよそ８万人で，そ

のうち識字者の13％が図書館に登録し，貸出冊数は開館直後の２年間で17万５千冊近くに達し

た。

西部地域では，John Harrisと Jessie Carnellが Ibadanにおいて利用者を３グループに分け

て実験的な図書館サービスを開始すべきであると考えていた。これらの３グループは，初等教育

を終えた英語の読み書きができるグループ，ナイジェリアの言語のみ読み書きができるグループ，

言語能力が未発達なグループから構成されていた。Harrisも Carnellもともに公共図書館と識

字教育のつながりに関心をもっていたのである。これは戦前のイギリス人達が開拓しなかった利

用者層であり，当時のブリティッシュカウンシルが想定していた図書館の利用者層をさらに拡大

した考え方であった。しかし，西部の地域政府は図書館の果たす役割について深く理解せず，予

算も十分に支出していなかった。Ibadanは西部地域の中心都市であったが，Ibadan Public
 

Libraryはアクセスの悪い場所にあり，蔵書も乏しく，職員は学校の教師か識字能力に乏しい市

民や公務を退職した年配者であることが多かった。 1953年に Ibadanで開催されたユネスコの

セミナーが影響し，1962年になって，Ibadan Central Libraryが開館し，1965年に策定された

「西部地域開発５ヵ年計画」の中に教育省が管轄する図書館サービスの充実策がやっと盛り込ま

れたのである。

西部地域に戦前からおかれていた Lagos Libraryは1946年にブリティッシュカウンシルと

Lagos市当局が共同で財政負担して運営されていた。1949年にブリティッシュカウンシルが事

業資金の42％を削減したため，資金不足に陥り，図書館の設立プロジェクトから撤退していた。

そのため，1950年以降，Lagos Libraryは Lagos市当局に引き継がれることとなり，図書館の
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名称も1952年に Lagos Libraryから Lagos Public Libraryに改称した。このとき，ナイジェリ

ア人の図書館員を海外に派遣して研修を受けさせる計画が実施され，Kalu Okorieら３人をイギ

リスに派遣した。1959年までに Lagos Public LibraryはYabaに分館を設置したが，その蔵書

は１万１千冊にすぎず，年間の利用者は1500名程度だった。1957年に調査のため西アフリカを

訪れたHarold Lancourは Lagos Public Libraryの建物や蔵書内容の最新性を評価しつつも，

未だ会費制をとっていたため，利用者が限定されていることを批判している。さらにフォード財

団が招聘し，1963年から1964年にかけてUniversity of Ibadanの図書館学校の客員アドバイ

ザーとしてナイジェリアに着任していた Irving S.Lieberman（ワシントン大学の図書館学校長）

も Lagos Public Libraryの蔵書内容を欧米の公共図書館と比較し，会費制の撤廃を要求してい

た。この時期に至っても Lagos Public Libraryは戦前と同様に，図書館の登録や利用にあたっ

て利用者から会費を徴収していたのである。結局，会費の徴収は1975年まで続けられた。

５．西アフリカの学校図書館と児童サービスの状況

西アフリカに派遣された英米の図書館人達は西アフリカの公共図書館において教科書など識字

教育用資料や学習書を蔵書として加えることに重点をおいていなかった。ガーナで公共図書館の

基礎を作り上げた Evelyn J.A.Evansですら1956年当時，通信教育を受講している学生達が必

要としていた図書を購入する余裕がなかったため，図書館で基本的な図書を用意しただけであっ

た。1960年代初頭のガーナでは教科書やマニュアル類が必要不可欠な読書材であることは議論

すらされなかったのである。ナイジェリアにおいても北部の公共図書館サービスの基盤を作った

Joan Allenは図書館サービス向けに教科書を購入することには消極的であり，学習書の購入を

必要とする利用者で支払い能力のある人々にはそれらを注文する手助けをしただけである。図書

館の利用者の多くが学生や児童によって占められ，彼らの多くは勉学に必要な資料を買う余裕が

十分にない利用者達で，図書館でそのような資料を閲覧できる環境が求められていた。それにも

かかわらず，英米の図書館人達は母国の公共図書館での実践から，第一に学校図書館が学習用の

資料提供を担う役割があり，公共図書館はそういった役割を担う必要はないという考えに固執し

ていたため，利用者が必要としていた学習用資料の提供は当時の公共図書館のサービスの一部と

して認識しようとはしなかったと考えられる。

ナイジェリアでは学校図書館の設置に関する関心はきわめて低く，大多数の小学校には学校図

書館がないといっても過言ではなかった。その主な理由は，学校に資料購入のための予算が十分

に支出されていないことと，学校の施設内に資料を収容する図書室のスペースをとることができ

なかったことがあげられる。中等教育機関と教員養成機関では３千冊から５千冊規模の蔵書を所

蔵していたが，蔵書の管理は図書館員ではなく，教員に委ねられていることが多かった。東部地

域と西部地域では移動図書館車が学校を巡回し，図書館評議会によって教員向けに学校図書館に

関するコースを提供していたし，北部地域の学校に対して，Joan Allenは図書の選書について

基準となるようなリストを作成していた。1961年にナイジェリア政府はユネスコに依頼して，

全国的な学校図書館サービスの確立に関して助言を求めた。その結果，ユネスコの学校図書館パ

イロットプロジェクトが1964年から Lagosで実施されたのである。ユネスコは学校図書館の専

門家であるHarold V. Bonnyを派遣し，学校図書館のデモンストレーションを行ったり，講演

や映画会の実施によって，地域の図書館員や一般の人々の関心を呼び起こした。当初は訓練を受

けた学校図書館員の数がきわめて少なく，彼らの訓練施設もないという問題に直面したが，結果
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として Lagosにある40校以上の中等教育機関のうち25校に学校図書館が設置され，常勤の図

書館員か司書教諭が配置された。東部地域では学校図書館協会が結成されるという影響ももたら

された。ナイジェリアの学校図書館プロジェクトがある程度の成果をおさめたため，その後，

ガーナやタンザニアからも学校図書館の設置や運営に関し，情報提供や助言が求められた。

ガーナにおいては早い時期からガーナ図書館評議会が提供する公共図書館サービスの登録者の

およそ６割を生徒が占めていた。ガーナ教育省の支援の下で中等教育機関とカレッジに移動図書

館車を巡回させていた。移動図書館車を巡回させることによって，生徒達に教科書以外の読書を

促進するため，借りた本を家で読めるよう，個人貸出を積極的に行っていた。加えて，ガーナ図

書館評議会には学校図書館部門もおかれるようになった。それでも1959年まではガーナ図書館

評議会による学校図書館への巡回サービスは国中のすべての地域をカバーしておらず，特に小学

校に対しては十分ではなかった。移動図書館車に搭載する図書の選書は職員と生徒が共同で行っ

たが，人気のある本は数が十分でないことが多く，海外（主にイギリス）から本を輸入するには

時間も資金もかかったのである。ガーナ図書館評議会はカーネギー財団からの職員研修費用の支

援のほか，イギリス教育・福祉基金からの寄付をもとに児童のための図書館施設の拡充と

Kumasiに地域図書館を建設する費用の一部を確保した。

６．ナイジェリア国立図書館の成立

ユネスコは1958年にヨーロッパ各国の国立大学図書館長を集めてウィーンでシンポジウムを

開いた。ここで，国立図書館の目的と機能についての合意を得た。その際，国際図書館連盟

（IFLA）の国立および大学図書館部会を通じて国立図書館に関する情報やアイデアの交換を

行ってきた。1960年代後半，ユネスコは全国情報システム（NATIS）の計画推進を発表し，図

書館サービスの普及と国立図書館の重要性を広めようとしていた。そのため，1971年にユネス

コは国際図書館連盟に財政援助を行い，英語圏の途上国から図書館員をリバプールに招聘し，国

立図書館の重要性と国際的な図書館協力について討議した。フランス語圏諸国についても1973

年にグルノーブルで同様の会合をもった。しかし，発展途上国の中には国立図書館を設立せずに，

公共図書館のサービス網を構築する目的で設置された図書館評議会が国立図書館機能を担ってい

る国があり，英語圏の西アフリカではガーナとシェラレオネがそれに該当する。

ガーナは前述したように，Evelyn J. A. Evansの努力によって，1950年に国内に公共図書館

サービスを普及させることに成功していたが，国立図書館の設立は視野に入れていなかった。

1970年代後半までUniversity of Ghanaの図書館とアフリカ問題に関する研究図書館２館が国

内の図書館サービスと全国書誌の作成に関して国立図書館の機能を果たしていた。当時この２館

の蔵書数はあわせて80万冊を超えていたが，これらは主に貸出用資料として活用されていた。

シェラレオネは独立前の1959年６月に制定した国内法の中に，シェラレオネ図書館評議会

（Sierra Leone Library Board）の発足を規定した。シェラレオネ図書館評議会は，1959年８月

にガーナから Evelyn J. A. Evansを最初の会合に招聘したが，これはガーナ図書館評議会が実

践していた手法を国内に導入するにあたって助言を求めるためだったと考えられる。シェラレオ

ネ図書館評議会の目的は，公共図書館サービスを国内に普及することで，具体的には国内３ヵ所

においた地域図書館と７つの分館に図書館サービスを運営させることにあった。まず首都の

Freetownに中央図書館をおき，1961年にブリティッシュカウンシルの蔵書と家具を受け継ぎ，

1962年出版法の修正案によって，この中央図書館に納本制度を義務づけた。そして納本された
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資料をもとに全国書誌を編纂し，国立図書館機能を中央図書館に担わせることにした。 中央図

書館の建物はブリティッシュカウンシルから３万５千ポンドの資金が提供され，1964年１月に

完成した。

ガンビアは1946年にブリティッシュカウンシルによって設立された最初の公共図書館（会費

制図書館であった）を1976年に国立図書館とした。この国立図書館は公共図書館部門をもって

いる。

ナイジェリア国立図書館は1964年に根拠法となる国立図書館法が制定されて設立した。国立

図書館の設立については独立を果たした1960年に政府によってすでに計画されており，フォー

ド財団の支援による予備調査を実施していた。フォード財団はアメリカ国立医学図書館長だった

Frank B. Rogersを派遣し，1961年に Lagos地域の図書館を３週間にわたって調査させた。

Rogersは国立図書館は当時の首都であった Lagosに設立し，書誌センター機能をもたせるが，

ガーナのように公共図書館システムを運営する機能は担わせないことを勧告した。フォード財団

の J. Donald Kingsleyはアメリカのような議会図書館を設置して国立図書館機能をも担わせる

ことを考えていたが，この案は実現しなかった。1962年初頭に「フォード財団技術援助プログ

ラム」のもとに，アドバイザーとして招聘された Carl M. Whiteはコロンビア大学の図書館学

部長を辞職した後，フォード財団で図書館開発プロジェクトを任され，1962年にナイジェリア

に赴いた。そして彼を中心に具体的な開館準備作業が遂行されていった。アメリカ政府からはナ

イジェリア独立のお祝いとして，ナイジェリア国際問題研究所の図書館に対し，すでに10万ポ

ンド相当の資料や設備が贈られていた。 この研究所と国立図書館を同一の建物に収容し，隣の

建物に２つの図書館共通の書庫を備え付けることとした。ナイジェリア国際問題研究所はすでに

ドイツ政府から建物を供与されており，イギリスから講演ホール，アメリカからは図書館の設置

を支援されていた。Rogersはフォード財団に対して国立図書館の建物，18ヶ月分のアドバイ

ザーへの謝礼，18ヶ月分の相談業務，IbadanのUniversity Collegeへ職員を送るための奨学金，

蔵書購入費用など合わせて73万9200ドルの支援を要請したが，財団は建物への支出を承認しな

かったため，その他の経費として46万８千ドルを提供した。 Whiteのプロジェクトは1964年

で終了し，彼の後任としてアドバイザーとして就任したのがニュージーランド人のA. Priscila
 

Taylorである。Taylorは母国とアメリカで20年に及ぶ図書館勤務の経験があり，1962年にシ

ンガポールの国立図書館設立に関わっていた。彼女はアドバイザーとして16ヶ月間活動した後，

John Harrisと結婚し，離職した。最後のアドバイザーとなったのがアメリカ人の Philip
 

Rappaportで，前任者の Taylorの方針を継承し，事実上，ナイジェリア国立図書館長として

1971年まで奉職した。Rappaportはその間，1968年に北部地域における図書館の現状を視察す

るため，Kadunaを訪問している。Rappaportが離任した1971年にフォード財団からの支援が

終了した。最終的にフォード財団からの寄付金の多くは欧米から派遣された図書館員の給与に消

え，残りが書誌の編纂，資料購入と設備費，奨学金および職員の旅費に支出された。

ナイジェリア国立図書館は1963年に閣僚会議によって情報省の一部とすることが決まってお

り，国立図書館法に基づき，国立図書館の活動範囲は連邦政府領内に限定することが規定されて

いた。図書館長の適任者としてナイジェリア人を起用しようとしたが，断られ，ビアフラ戦争

（1967～1970年）が終結し，Rappaportが離任した後，副館長だった S. B. Ajeが館長に就任し

た。国立図書館法は1970年に改正され，理事会によって統括され，国内のすべての州に分館を

おくというユニークなシステムをとることとなった。またこの法改正によって，法定納本制度が
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確立され，政府刊行物は刊行後，ただちに50部ずつを国立図書館へ送付し，国内で出版された

すべての図書を国立図書館に納入することが義務づけられた。この納本制度によって，ナイジェ

リア全国書誌（National Bibliography of Nigeria）の内容もさらに網羅的になっていった。

元々，ナイジェリア全国書誌の編纂は1950年の出版法令により，IbadanのUniversity College

によってNigerian Publicationsという名称で刊行されてきたが，それを国立図書館がやっと引

き継いだのである。1950年の出版法令はナイジェリアの３地域の政府に対し，それぞれの地域

図書館と高等教育機関を指定して，出版物を保存するよう求めていたが，国立図書館法の改正に

よって，その役割は連邦政府と各州の政府に委ねられることとなった。

国立図書館の役割は主に調査・レファレンス機能を中心としており，Enuguと Josにおいた

分館を通じて，児童を除く，すべての国民に対するサービスを提供することである。しかし，実

際の利用者の大半は学生であった。国立図書館は国内の図書館に関する統計を集め，書誌セン

ター機能も担っていた。図書館間の相互貸借を促進するため，1963年には国内総合目録

（National Union Catalogue）の編纂を開始した。国立図書館は1900年以前に遡るナイジェリ

アに関する資料（Nigeriana）を網羅的に収集する責務を担うほか，国連の出版物やイギリスの

政府刊行物を集めた専門コレクションも構築している。1970年代中頃の蔵書冊数は15万冊を数

え，マイクロフィルムが７千リール，雑誌は2500タイトルで，職員数は300名ほどが在職し，

そのうち30名は図書館学の専門教育を受けた職員であった。

第３章 西アフリカにおける図書館学教育の実施と図書館協会の成立

１．図書館職員に対する基礎訓練の実施

ガーナの公共図書館サービスに貢献した Everyn J. A. Evansは当初，アフリカ人に対する大

学レベルでの専門的な図書館学教育よりも図書館職員の基礎訓練に重点をおいており，しばらく

中断されていた西アフリカ人のための図書館員養成コースをガーナに着任後から再開していた。

黄金海岸図書館評議会が1950年に発足し，図書館サービスの進展だけでなく，それを支える図

書館員の養成にも責任を負うこととなったためである。Evansは Feganが戦前に使っていた

Achimota Collegeでの訓練を小規模ながら継続し，遠隔地にいる訓練希望者のための通信教育

も実施していた。ブリティッシュカウンシルからKumasi College of Technologyの図書館に派

遣されていた Jessie Carnellは図書館の指導者を養成するよりも現地の図書館で即戦力となるよ

うな職員の養成にまず着手すべきであり，管理職や指導者はその中から，性格，知性，仕事に対

する厳格さや責任感，経験によって決められるべきであると主張していた。Evansはそれぞれ

の図書館やガーナ図書館評議会によって実施される実務研修を行うことによって，イギリス図書

館協会の初級資格試験に合格できるような人材を育成し，それから彼らを図書館学校へ進学させ

るべきであると考えていた。さらにイギリスへアフリカ人図書館員を派遣し，専門教育を受けな

がら，イギリスの模範的な図書館を訪問する機会を与えられるという利点も考慮していた。そし

て，1950年から1961年の間にカーネギー財団の基金によって，黄金海岸図書館評議会から17

名のガーナ人がイギリスにおいて図書館学教育を受けることとなった。

他方，ナイジェリアでは1950年当時，IbadanのUniversity Collegeで Joan Allenと John
 

Harrisが図書館で働く人々のための基礎訓練を指導していた。図書館に関する基礎的な内容を

盛り込み，図書の出版方法，発注方法，書架の排架方法，図書の補修法，参考図書の利用法，適
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切な図書館家具に関することを教えていた。 Joan Allenは1952年に北部地域でも同様の訓練

を実施した。1956年には東部地域でも５人の図書館補助員のための訓練が始まり，ブリティッ

シュカウンシルや外部機関からの支援を時々受けていたようである。ガーナと同様に，訓練を受

けた者の中から，特に優秀な者をイギリスに送ってさらに教育を受けさせた。1963年以降，東

部地域の図書館評議会は訓練形態を再編成し，２つのコースに分けた。１つは職場内訓練によっ

て評議会から提供される図書館サービスにそった形で，実践的な図書館の組織と運営を学ぶもの

で，もう１つは訓練を受けた図書館補助員にイギリス図書館協会が実施する資格試験を受験する

準備させるためのコースであった。

他方，シェラレオネでは Fourah Bay Collegeにおいて図書館補助員を養成するコースだけが

おかれ，大学に図書館学校を設立するまでには至らなかった。そのため，専門職となるための教

育は他の国々に行って受けるしかなかったのである。ガンビアでは1963年にイギリスで図書館

員教育をうけた女性司書が１名誕生したが，1970年まで国内に専門職のための養成コースがお

かれることはなかった。

２．西アフリカ図書館協会の成立

1953年，ナイジェリアの Ibadanにおいてユネスコが４週間にわたり「公共図書館の発展に関

するセミナー」を主催し，29名の図書館員や教師が出席した。うちアフリカ人の出席者は８名

であった。このセミナーはアフリカで最初の公共図書館に関する会議として知られ，以下の３つ

のグループに分かれて議論が行われた。

１）地方および全国規模の公共図書館サービスの組織

２）出版物，視聴覚資料の選択と提供

３）公共図書館における専門職員の養成

このセミナーにおいて，「アフリカの様々な地域で働く図書館員はただちに強力な図書館協会

を発足するため，実務的な段階をとるべきである。このような専門職のための協会はアフリカに

おける図書館の発展を奨励し，支援することを目的とした行動計画を入念に立案すべきである」

との勧告が出された。この勧告を受けて，アフリカで初めての図書館協会である西アフリカ図書

館協会（WALA：West African Library Association）が発足した。1954年に Lagosで開催さ

れた西アフリカ図書館協会の発足式にはナイジェリア人27名とガーナ人７名が参加した。 こ

の組織の目的は西アフリカの図書館に関心のある人々を結びつけ，情報やアイデアの交換を行う

場を提供することにあった。西アフリカ図書館協会の創設委員会の構成員は11名で，４名が欧

米からアフリカに派遣されていた図書館員（John Harris，Evelyn J.A.Evans，Jessie Carnell

など），３名がアフリカ人図書館員，２名が教師で，あとの２名はそれぞれ行政官と出版社の代

表であった。John Harrisが会長職を二期務め，1961年からはナイジェリア人のKalu Okorie

がアフリカ人で初めて会長に就任した。西アフリカ図書館協会発足当時，Okorieのほかにイギ

リス図書館協会の会員となっていた西アフリカ人はガーナの G.M.Pitcherだけであった。黄金

海岸図書館評議会はAccraで現地の図書館員に対する基礎訓練をすでに提供していたし，

IbadanにあるUniversity Collegeの図書館においても同様の訓練の機会が提供されていた。西

アフリカ図書館協会はナイジェリアの連邦政府と地域政府に対し，希望者に海外で図書館学教育
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を受けさせるため，奨学金の提供を求めた。1960年以前には西アフリカ人に対する図書館学教

育の機会は少なかったにもかかわらず，西アフリカ図書館協会の会員数は1954年に107名，

1956年に159名，1961年には226名と着実に増えたが，会員はナイジェリア人が圧倒的に多

かった。

西アフリカ図書館協会の会合は主にナイジェリアの Lagosか Ibadan，ガーナのAccraか

Kumasiといった都市で開催され，委員長の John Harrisは会合になかなか出席できない会員に

会合の詳細や情報を知らせるため，1954年３月，West African Libraries（1955年にWALA
 

Newsとタイトル変更）の刊行を開始した。この会員向けの雑誌は Ibadanの大学出版局によっ

て不定期ではあるが，1955年から1962年にかけて16号まで刊行された。これは当時，サハラ

以南のアフリカで出版された唯一の図書館関係の専門雑誌であった。また1956年の西アフリカ

図書館協会の会合において，ナイジェリアやシェラレオネに対し，1949年に制定された黄金海

岸図書館評議会の法令を模範とした法令の採択を勧めた。ナイジェリアでは1955年に東部地域

の図書館評議会に関する法令が可決されただけにとどまり，他の地域ではこのような法令の制定

は具体化されなかった。その後，西アフリカ図書館協会のナイジェリア支部は連邦政府に対し，

図書館諮問委員会の設置を求め，この委員会が後に国立図書館創設に重要な役割を果たすことに

なる。

西アフリカ図書館協会は自発的な会員組織であり，財源は会費に依存して運営されていて，政

府や外部機関からの財政援助を受けなかった。しかし，カーネギー財団に対しては1955年に

ガーナ人とナイジェリア人のためにイギリスあるいはアメリカの図書館学校で教育を受けるため

奨学金の支援を要請している。西アフリカ図書館協会は当該地域における図書館員養成のための

委員会を発足させ，以下の事柄について検討した。

１）西アフリカ地域に図書館員訓練センターを設立する可能性

２）イギリスやアメリカの図書館学校で１年につき４名のガーナあるいはナイジェリア人を研

修させるためのカーネギー財団による資金援助の可能性

西アフリカ図書館協会から提案されたこれらの可能性を探るため，カーネギー財団は当時，イ

リノイ大学で図書館学を教えていたHarold Lancourに，英領西アフリカの図書館に関する調査

を要請した。西アフリカ図書館協会の関係者は1957年10月に Lancourの視察旅行に協力した。

Lancourはカーネギー財団に1958年に提出した図書館学教育の計画に関する報告書（通称 Lan-

cour Report）の中で，IbadanのUniversity Collegeに西アフリカ人のための大学院コースの設

置を勧告している。 Lancourはカーネギー財団が西アフリカにおける図書館の発展を効果的に

支援するには図書館に適切な人員を配置し，その訓練のために資金提供をすべきであると述べて

いる。また，イギリスやアメリカにアフリカ人を派遣するための奨学金を出すことについては限

られた数の人員しか送れないため，否定的な見解を述べ，当該地域での訓練を実施した方が地域

の実情やニーズに直接関連づけられるという点を強調した。西アフリカ図書館協会のガーナ支部

の関係者達はイギリスで図書館学教育が受けられる奨学金の支援を強く望んでいたため，この勧

告には落胆したが，ナイジェリア支部は Lancourの勧告を歓迎した。ガーナは当時，カカオ貿

易でナイジェリアよりも経済状態がよく，ガーナ国内の公共図書館サービスが Evansの尽力で

ナイジェリアよりも発展していた事実にもかかわらず，ナイジェリアの IbadanのUniversity
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Collegeが選ばれた最大の理由はやはり John Harrisの存在によるところが大きい。またこの大

学がロンドン大学と提携関係にあったことも理由の一つにあげられる。当時のイギリスにおいて

図書館員養成は主に Polytechnicにおいて行われていたが，大学で養成コースをもっていたのは

ロンドン大学だけであった。シェラレオネの Fourah Bay Collegeは西アフリカで最も歴史ある

高等教育機関であったが，西アフリカ図書館協会で活発に活動する会員がいなかったため，当初

から図書館学校設置の可能性はきわめて低かった。

西アフリカ図書館協会はガーナとナイジェリアの独立に伴い，1961年に解散し，ナイジェリ

ア図書館協会とガーナ図書館協会に分かれた。ナイジェリア図書館協会は機関紙Nigerian
 

Librariesを発行し，加えて1964年からNLA newsletterも刊行したが，配布された範囲は広く

なかった。ガーナ図書館協会は1963年から Ghana Library Journalを発行したが，1973年に発

行中止となり，1987年に GLA newsletterが発行されるまで，図書館の専門雑誌が国内で刊行

されることはなかった。

３．大学における図書館専門職員の養成

ユネスコのセミナーでの議論や Lancour Reportの勧告を受け，1960年には IbadanのUni-

versity Collegeにカーネギー財団からの８万８千ドルの資金援助がもたらされ，図書館学校

（Institute of Librarianship）が開学し，６名の学生が入学した。これは西アフリカにおいて，

高等教育機関に設置された最初の図書館員養成機関であるが，サハラ以南のアフリカにおいても

最初の図書館学校となった。図書館学校設立の立役者であった John Harrisはアフリカの図書

館の指導者を養成しようと考えていた。当初のコースは２年制で図書館での実習も含まれていた。

大学卒業者であることが入学の条件であったが，大学を卒業していなくても，すでに２年間の図

書館勤務経験をもっていれば入学させた。学生はイギリス図書館協会の資格取得試験のための準

備期間に１年間をあて，さらにアフリカの図書館についての研究も課せられた。

その後，この図書館学校は Department of Library, Archival and Information Studies

（LARIS）と改称された。1963年にカーネギー財団から11万２千ドルの資金を得て，1964年に

はナイジェリア国立図書館の設立にも関わった Irving Liebermanが養成コースを再編成した。

1966年にはカーネギー財団から８万４千ドルの資金援助を受け，この年からは入学の条件とし

て大学の学位取得者であることと，英語以外にもう一つの言語を使いこなせることというアメリ

カの図書館学校と同様の高い条件を課せられることとなった。図書館学校の運営は1968年まで

カーネギー財団からの資金によって支えられ，その後は大学や政府からの資金でまかなわれるよ

うになった。図書館学校は1969年から教育学部の一学科となり，修士課程と博士課程を導入し

た。他方，大学卒業資格を問わない中級職員の養成も1970年から１年間の資格取得プログラム

として開始された。

すでに図書館員のための基礎訓練を行っていたガーナでは，ガーナ図書館評議会がマンチェス

ターの図書館学校長だった J.C.Harrisonに依頼し，ガーナの図書館学教育について諮問した。

その結果，イギリス図書館協会の資格試験のためのコースは継続し，大学卒業者でなくても教育

が受けられる図書館学校の設立が勧告された。この学校はガーナ図書館評議会が運営することと

した。こうして1961年に Ghana Library Schoolが設置されるが，実際の教育は1962年１月ま

で行われなかった。入学条件はガーナ人に限定されたが，中等教育を受けた者であれば，図書館

での勤務経験の有無は問われなかった。ガーナでは当時大学卒業者の数がそれほど多くなかった
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ためである。1962年の開講時にはガーナ人だけでなく，ナイジェリア人や図書館学校のなかっ

たシェラレオネからも入学者があった。コースは２年制で1965年までに48名が資格を取得して

いった。 Ghana Library Schoolは1965年にUniversity of Ghanaの社会科学部に併合され，

３年制の学位取得プログラムが誕生した。初年度に英語，フランス語，政治学，社会学，哲学，

言語学，経済学，歴史，地理学のうち３つの科目を履修し，あとの２年間で図書館学の専門分野

についての講義を行う形態をとり，初年度の入学者は10名であった。1967年に学部コースを廃

止し，大学卒業者を対象とする２年制のコースを設置した。このコースは1969年に１年制と

なった。加えて1971年には大学院修士課程を開設した。しかし，入学者数はナイジェリアの大

学に比べて少なく，そのコースの受講生も10名に満たなかった。1970年代初頭，この図書館学

校はユネスコと国際文書館評議会（ICA）およびガーナ政府の後援を受けて，国際連合開発計画

（UNDP）からの資金援助によって図書館員とアーキビスト養成の学部（Department  of
 

Library and Archival Studies）に再編され，現在まで多数のガーナ人図書館員やアーキビスト

を輩出している。

ナイジェリア北部ではAhmadu Bello Universityが大卒者を対象に２年間にわたって大学図

書館で職場内訓練を実施し，その修了者をさらに専門資格取得のため，海外へ派遣した。さらに

1968年に図書館学科を設置し，図書館員養成を開始した。Ibadanやガーナの図書館員養成コー

スはイギリスの図書館員養成レベルに準じようとするものであったが，北部の場合は北部地域政

府の要請に応じて，1970年から３年制の図書館学の学位取得プログラムと中級職員養成用とし

て資格取得が可能な２年制のプログラムの２種類に分けて開講された。なお，この大学において

も大学院修士課程が1969年に設置されている。

あ と が き

西アフリカに限らず，途上国において図書館システムを発展させるために重要な要因として先

進国と同様に，図書館を支える施設，人材，予算，利用者があげられるが，それに加えてその国

の出版基盤がある程度，形成されているかどうかが問われる。本稿では主に西アフリカの図書館

の歴史的背景を述べることに主眼をおいたため，当該地域の出版について深く踏み込まなかった。

アフリカの出版基盤の弱さについてはガーナ大統領だったKwame Nkrumahが1963年にロン

ドンで開催された英連邦会議において，出版のための経験が欠如していることについて述べ，イ

ギリスの出版大手のマクミラン社が合弁企業による支援を申し出て，ガーナ出版会社を立ち上げ

た。出版基盤の整備にしてもこのように宗主国であったイギリスの経験をアフリカに適用せざる

をえなかったのである。その後，西アフリカや東アフリカに徐々に設立されていった出版社に

よって，アフリカ出版者ネットワーク（APNET：African Publishers Network）が欧米からの

支援で発足し，現在はジンバブエでアフリカ図書市が開催されるようになり，アフリカで出版さ

れた図書の流通状況は改善されつつあるものの，年間の出版点数は国によって未だ大きな差がみ

られる。現在，コンピュータを使った出版方式（DTPなど）がアメリカや先進国で主流になっ

ている影響を受けて，アフリカの図書館学校では出版に関する講義を取り入れているところがあ

る。

図書館の蔵書に関しては予算不足に悩む図書館は館種を問わず，欧米の政府やNGOからの寄

贈に未だ依存している国々は西アフリカだけでなく，アフリカ全土に及ぶ。1980年代から1990
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年代にかけてアフリカの大学図書館は資金不足のため，学術資料の購入費が十分捻出できない厳

しい財政状況にあった。当初は欧米で不要になった資料を押しつけられる形で受け入れるしかな

かったが，これについてはアフリカの各図書館からの要望を受け入れる努力が続けられ，こうし

た問題は改善されつつある。現在，アフリカの図書館に対し，イギリスの Book Aid Interna-

tional（BAI）というNGOが多数の図書資料の寄贈に貢献しており，この組織はイギリス国際

開発省（旧ODA）から資金援助を受けている。ガーナに公共図書館サービスの基盤を築いた

Evelyn J.A.Evansは，1970年代から1980年代にかけて BAIの顧問として受け入れ国のニーズ

に見合う図書の寄贈に関する調査を行うことで貢献した。また，アメリカの科学の進歩に対する

協会（AAAS：American Association for the Advanvement of Science）が1987年以降，雑誌

購読予算の不足に悩むアフリカ38カ国の大学や学術図書館に対し，アメリカの科学技術系出版

社の協力を得て，雑誌の寄贈を行っている。

アフリカにおける図書館や情報分野への支援団体は前述したように，戦前はアメリカとイギリ

スの組織が主体であったが，1961年にコペンハーゲンで「アフロ・スカンジナビアン図書館会

議」が開催され，北欧諸国の途上国支援組織も参画するようになった。北欧の組織は図書館への

支援を含め，途上国に対する中立的な支援を旨としており，自国でも価値があると評価できるよ

うな支援分野に協力を行う方針を貫いている。また1972年には旧イギリス領だった20カ国の図

書館協会によって，英連邦図書館協会（COMLA：Commonwealth Library Association）がナ

イジェリアで結成された。この地域間組織は，加盟国間の図書館員達が図書館サービスをさらに

充実させるための情報交換を行ったり，研究プロジェクトも手がけている。カナダは英連邦図書

館協会の構成国の中でも図書館先進国であり，途上国の開発援助のための組織である国際開発研

究センター（IDRC）がアフリカ諸国の図書館や情報センターにおいて1970年代から様々な技

術支援を行っている。アフリカの植民地化に直接関わらなかった北欧やカナダの援助機関の活動

は主に東アフリカや南部アフリカで展開されているものが多いが，ガーナは1980年代にデン

マーク開発援助庁（DANIDA）からの支援を受けている。他に様々な欧米のNGO組織が図書

やコンピュータなど機器の寄贈，出版活動への支援，図書館の情報システム構築など様々な形で

途上国の図書館支援に関わっている。

図書館員養成に関してはナイジェリアとガーナの大学に正式な養成コースがおかれ，それに関

わったイギリスの図書館員達は，イギリスと同様のレベルの教育方式を導入しようと試み，イギ

リス図書館協会の資格試験に合格できるレベルの職員を養成する努力を行ってきた。さらに将来

見込みのあるアフリカ人図書館員に対して，アメリカの財団やブリティッシュカウンシルが海外

での学位取得を奨励するため，彼らに奨学金を授与するなど経済的な支援を行ってきた。ナイ

ジェリアの大学ですでに1960年代後半に図書館学の修士課程と博士課程が同時に開講されてい

たのは驚くべき発見であった。ガーナもナイジェリアも独立後，10年足らずで大学院における

専門教育を実現し，図書館員の専門教育の基盤を作り上げてしまうのである。さらにこの２カ国

は早い時期から中級職員と専門職員の養成方式を区別していた。他方，日本では司書の資格は未

だに短期講習でも取得が可能であり，大学で学部レベルの教育を受けても最終的に取得できるの

は「司書」という同じ資格である。日本では戦前から文部省によって実施されていた図書館職員

研修所が唯一の図書館員養成コースであったが，大学の学部レベルでの図書館学教育は，1951

年にアメリカのロックフェラー財団から資金援助を受けた Japan Library Schoolが慶応義塾大

学に設置された時に始まる。大学院レベルの教育はさらに学部教育の開始から16年後の1967年
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に同大学に修士課程がおかれてからであり，博士課程は同大学で1975年に始まるのを待たねば

ならなかったのである。日本は高度経済成長期の1960年代から1970年代に図書館の数が増えて

いったにもかかわらず，専門教育として学部課程での養成から大学院博士課程の設置に至るまで

実に25年の年月を費やすこととなった。

Amadiは著書「アフリカの図書館：西欧の伝統と植民地時代の洗脳」の中で，宗主国が植民

地に図書館や教育システムを持ち込み，彼らの言語を押しつけることによって，昔からアフリカ

で行われてきた口承による教育システムを根源から覆してしまったことを「文化帝国主義」と名

づけている。具体的には植民地主義者は彼らの文明を植民地に定着させる道具として教育システ

ムと図書館を使ったと批判している。 図書館の普遍的な役割は，その国の文献遺産を保存し，

後世の時代に継承していくことと，人々の生活の向上につながるような図書や情報の提供にある。

前述したように，ガーナやナイジェリアでは独立後もしばらく現地にとどまり，John Harrisや

Evelyn J.A.Evansのようにリーダーシップを発揮して，図書館の設立や人材の育成に貢献した

図書館員もいた。彼らなしで，果たしてガーナやナイジェリアに後のアフリカ諸国のモデルとな

るような図書館システムを短期間で構築することができただろうか。また，彼らは図書館学教育

を受けたアフリカ人に図書館の運営を任すことができるようになるまで，独立後もアメリカの財

団などから資金援助を引き出す努力を惜しまなかった。少なくともこの点は評価に値すると考え

られる。
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